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持
経
宿
と
行
仙
宿
に
連
休
用
資
材
の
荷
揚
げ
と
林
道
の
巡
視 

 

◇
実
施
日 

 

４
月
２
０
日
（
土
） 

 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎 

 
 
 

２
名 

  

４
月
に
な
っ
て
か
ら
村
吉
さ
ん
が
２
度
、
３
度
と
持
経
宿
に
入
っ
て
池
郷
白

谷
林
道
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
く
れ
た
。
大
型
連
休
も
近
く
な
り
、
事
前
に
缶

ビ
ー
ル
と
コ
ー
ラ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
を
持
ち

こ
む
必
要
が
あ
っ
て
湯
川
君
と
二
人
で
出
か
け
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
か
ら
池
郷
林
道
ゲ
ー
ト
迄
２
０
分
弱
で
着
い
た
。
ゲ
ー
ト
の
先

も
い
つ
も
の
状
態
で
、
一
度
も
車
を
降
り
る
こ
と
な
く
持
経
宿
に
着
く
。 

持
っ
て
き
た
品
物
を
倉
庫
に
入
れ
、
白
谷
林
道
経
由
で
行
仙
宿
に
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

持
経
宿
に
到
着 

 
 
 

 
 

白
谷
林
道
の
状
況 

 
 

 
 

路
肩
崩
落 

1
.5

㎞
位
先
で
村
吉
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た
大
荒
れ
し
た
場
所
に
着
く
。 

１
５
０
ｍ
ほ
ど
の
距
離
に
水
流
で
深
い
溝
が
で
き
、
路
肩
は
崩
落
寸
前
に
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
の
補
修
は
か
な
り
の
量
の
土
砂
が
必
要
で
、
路
肩
部
分
は
大
き

な
工
事
が
必
要
だ
。
４
～
５
人
で
ジ
ョ
レ
ン
、
ト
ン
ガ
を
使
っ
て
も
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。
湯
川
君
に
運
転
し
て
も
ら
い
、
沖
崎
は
降
り
て
前
か
ら
溝
を
避
け

る
よ
う
に
指
示
を
し
な
が
ら
極
端
に
ゆ
っ
く
り
と
通
過
し
た
。
村
吉
さ
ん
は
こ

こ
を
一
人
で
通
過
し
た
の
だ
か
ら
と
感
心
す
る
。 

大
雨
の
度
に
水
が
流
れ
、
溝
が
深
く
な
り
路
肩
が
崩
れ
て
い
く
。
今
後
、
白
谷

林
道
を
通
行
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
森
林
管
理
局
の
対
応
次
第
だ
。 

 
 

 
 

 

枕
を
運
ぶ 

 
 

 
 
 

ザ
イ
ル
も
運
ぶ 

 
 

 
 
 

 

枕
を
収
納 

 

補
給
路
登
山
口
に
着
き
、
大
江
さ
ん
が
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
枕
１
３
個
を

モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
込
み
、
２
人
で
登
り
だ
す
。 

終
点
の
荷
物
置
き
場
か
ら
５
０
ｍ
の
ザ
イ
ル
を
加
え
て
行
仙
宿
に
向
か
う
。 

行
仙
宿
に
着
い
て
小
屋
や
管
理
棟
の
窓
を
開
け
て
換
気
を
行
う
。 

昼
食
を
摂
っ
て
、
午
後
に
は
３
組
８
人
の
登
山
者
が
小
屋
前
を
通
過
し
た
。 

再
度
不
足
品
や
次
回
持
込
品
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
山
し
た
。 



（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

持
経
宿

0
8

：5
0

→1
0

：2
4

白
谷
林
道
ゲ
ー
ト
→1

0

：4
0

補
給
路
登
山
口
→ 

1
1

：2
5

行
仙
宿1

2
：4

5

→1
3

：2
0

補
給
路
登
山
口 

 


